
 

 

 

 

ポイント！ 

同じ個数で比べる 
 

差の集まり 

450 円 

ポイント！ 

同じ個数で比べる 
 

持っていったお金 

（解２） 

 買った個数を□個とすると下のような

図になります。 

 

 アは 20 x □ なので 

20 x □ = 180 → □=9 個 

 持って行ったお金は 

50 x 9 = 450 円 

    

20x□ 

差の集まり 
 

持って行ったお金 

 

（解１） 

1 個の値段の差は(50-30=)20 円 

2 個の差・・・   20x2=40 円 

3 個の差・・・   20x3=60 円 

     ↓ 

□個の差・・・    180 円 

   ↓ 

買った個数（□）は 180 ÷ 20 = 9 個 

 持っていったお金は 50 x 9 = 450 円 

  

 

「あまり」 「不足」がある問題は図をかいたほうが分かりやすいでしょう。 

 人数を□人とすると， 

5 枚ずつ配ったときの枚数は 

 5 x □ （枚） 

 

７枚ずつ配ったときの枚数は 

 ７ x □ （枚）   

 図で，ア = ７x□ - 5x□ = 2 x □ 

    イ = 17 + 9 = 26 枚 

 

 

450円 

ポイント 

同じ個数で比べる 
 

 

折り紙の枚数 

2x□=26 

□=13 (人) 

  折り紙の枚数は 

  5 x 13 + 17 = 82 枚 82 枚 

 



 

という問題です。 

[線分図で] 

[線分図で] 

生徒の人数 

鉛筆の本数 

カードの枚数 

28 人 

7 人 

子どもの人数を□人とすると 

8枚ずつ配った枚数は 8 x □ 

5枚ずつ配った枚数は 5 x □ 

 

  



 

 
[別解]  

  [別解] 

買う予定の個数 

持っていったお金は 

35 円で買ったときにあまるお金は 

 35 x 2 + 50 = 120 円 

1 個の値段の差が(45-35=)10 円なので 

買う予定の個数は， 

  120÷10=12 個 

したがって，持っていったお金は 

  45 x 12 = 540円 

540 円 

買う予定の個数を□個とすると， 



 

これを図示すると， 



 

「予定より高くなった」 

     ↓ 

 高い方の切手を多く買ってしまった。 

     ↓ 

安い方(50 円切手)を多く買う予定だった。 

切手 1 枚の値段の差は 

   80－50 = 30 円 

全体の代金の差は 180 円 

      ↓ 

買った枚数の差は 

  180÷30 = 6枚 

 

     

    

 

 和差算で 

13 枚 

50 円切手の予定の枚数は 



 

合計の本数が分かっていないので

工夫が必要です。 

 代金が高くなったということは 

↓ 

100円のボールペンを多く買ってしまった。 

↓ 

 実際の代金と予定の代金の差は 

940 - 820 = 120 円 

 1本の値段の差は 

100 - 60 = 40 円 

 

 

 

 

 

えんぴつとボールペンの本数の差は 

120 ÷ 40 = 3 本 

 

 

ボールペンが 3 本多い  


